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整 理 番 号  2017P-060 

補助事業名  平成29年度 全国的なスポーツ大会の開催補助事業 

補助事業者名  特定非営利活動法人 九州車いすテニス協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

   車いすテニスを通じ日本国内及び外国の身体障害者間のスポーツ交流・相互理解を深

め、さらには車いす障害者の基礎体力・精神力の構成をはかり、障害者に勇気と希望

を与え、社会に参加する意欲を大いに喚起することを目的とする。 

 

（２）実施内容 

   第33回飯塚国際車いすテニス大会（Japan Open 2017）の開催 

http://japanopen-tennis.com/ 

14か国1地域より、計95名の選手が参戦。女子シングルスでは兵庫県出身の上地結衣

選手が大会５連覇を果たし、地元ファンを沸かせた。地域のボランティア延べ２０

００名が大会を支え、車いすテニスという障害者スポーツを通して、障害者間及び

地域の人々の交流や相互理解が深まり、また、地域活性化に繋がった。東京パラリ

ンピックへの気運が高まる中で本大会はテレビで生中継され、また、多くのメディ

アからも取材を受け、全国に車いすテニスというスポーツの面白さを広めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左上：小学校観戦 

右上：女子シングルス

５連覇を果たした上地

結衣選手 

左下：優勝者インタビ

ュー 

右下：男女シングルス

優勝・準優勝者とスタ

ッフ・ボランティア 

http://japanopen-tennis.com/
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２ 予想される事業実施効果 

海外の選手を相手に世界ランキング上位に入る日本人スター選手が活躍し、また

東京パラリンピックへの気運が高まる中で、車いすテニス競技はますます注目を

集め、障害者へスポーツへの参加意欲を高め、本大会を目指す車いすテニスプレ

イヤーの人口増加が期待される。また、障害者スポーツに関心を持つ人も増える

であろう。 

また、本大会の運営の柱となるボランティアが世代を超えて共に大会を支えるこ

とにより、障害者間のみならず、地域間の相互理解を更に深めていくことができ

ると考えられる。 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

第３３回国際車いすテニス大会（Japan Open 2017）パンフレット 

第３３回国際車いすテニス大会（Japan Open 2017）報告書 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 特定非営利活動法人
ﾄ ｸ ﾃ ｲ ﾋ ｴ ｲ ﾘ ｶ ﾂ ﾄ ﾞ ｳ ﾎ ｳ ｼ ﾞ ﾝ

 九州車いすテニス協会
ｷ ｭ ｳ ｼ ｭ ｳ ｸ ﾙ ﾏ ｲ ｽ ﾃ ﾆ ｽ ｷ ｮ ｳ ｶ ｲ

 

住   所： 〒８２０－００１１ 

福岡県飯塚市柏の森６－１ 

代 表 者： 理事長
ﾘ ｼ ﾞ ﾁ ｮ ｳ

 麻生
ｱ ｿ ｳ

 泰
ﾕ ﾀ ｶ

 

担 当 者 名： 柳瀬
ﾔ ﾅ ｾ

 葉子
ﾖ ｳ ｺ

 

電 話 番 号： ０９４８－２５－７１４４ 

F A X： ０９４８－２５－７５２０ 

E - m a i l： kwta＠japanopen-tennis.com    

U R L： http://japanopen-tennis.com/ 
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